
９月３日に始まった、最も身近な公園づくりワープショップの２回目が、１０月１日に２６名

の参加で行われました。今回は、子ども連れでも参加できるよう、小さい子どもの保育

コーナーを設けたこともあり、子育て中のパパ･ママも多くご参加いただきました。

最初に、第1回ワークショップの内容をふり返り、ワークショップや公園についての情報

をおさらいしました。つづいて、 ①新しく生まれる公園でしたいコト ②したいコトのた

めにあると便利なモノ―の活動をふり返り、グループ成果を一つに整理したチャート（右

下の図表）を、全員で共有しました。

第２回ワークショップでは、前回の内容を受けて、公園の間取り（ゾーニング）のグル

ープワークの成果を共有しながら、全体の理解によって合意案ができあがりました。

そのあと、間取りの中にどんな施設があると、めざす公園の夢がかないやすくなるかに

ついて、施設のイメージ写真にシールを張って思いを表現し、個々の思いを認め合いな

がら、取り入れる施設の選び方について、その考え方を共有しました。

参加したみなさん全員が、「楽しかった」「役立つものがあった」と感じていらっしゃい

ました。

第２回ワークショップの内容

① ワークショップって、公園って何でしたっけ

② 第１回ワークショップのふり返り

③ 公園の間取りを考えよう

④ 間取りに合わせた施設を考えよう
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公園の種類と全体像

ワークショップとは、に続いて公園についても復習

しました。

第１回のワークショップだよりで、ワークショップの

作法をふり返りましたので、今回は公園の全体像と、

最も身近な永畑町二丁目第２公園（仮称）の位置を

ふり返ります。

永畑町二丁目第２公園（仮称）整備事業

●事業位置： 八尾市永畑町二丁目地内

●面積： 約2,000㎡

●公園種別： 街区公園

●整備スケジュール

令和5年度： ワークショップ開催

および実施設計

令和6年度： 公園整備工事

完成したら

地域みんなの
屋外リビング
として

公園育てを！

第２回

夢の実現に
必要なプランを
話し合う

10月1日（日）
10時～12時

第３回

夢を形にした
プランを眺めて
育て方を共有する

11月5日（日）
10時～12時

第１回

したい「コト」と
あると便利な
「モノ」を考える

9月3日（日）
10時～12時

ワークショップの流れ

全部で３回行われるワークショップですが、

各回のゴールと全体の予定はどうなって

ましたっけ。

日常生活に身近な公園 永畑町二丁目第２公園（街区公園）など

まちを特徴付ける公園 長居公園（大阪） 花園中央公園（東大阪） など

広域から人が訪れる公園 久宝寺緑地（八尾） 大泉緑地（堺） など

特定の目的でつくられる公園 中之島公園（大阪） 大阪城公園（大阪） など

公園

つくる公園

指定する公園

国民公園

都市公園

皇居外苑・新宿御苑・京都御苑

一般に親しまれている公園

自然公園 国定公園

国立公園

都道府県立自然公園

山陰海岸国立公園（京都･兵庫･鳥取）など

金剛生駒紀泉国定公園（八尾・羽曳野・千早赤阪）など

府立北摂自然公園（高槻･茨木・能勢）など

公園の体系と永畑町二丁目第２公園の位置

第1回ワークショップのふり返り



第２回ワークショップはどんな印象でしたか？
ワークショップではこんな思いや考えを共有しました

Teamカマド Hiruasobi

讃龍会（龍華を讃美する会）

公園の間取りを考えよう

ワークショップには、10代、20代、70代を除く各世代が参加され

ており、30代が半数を占める結果となりました。人生の先輩方から

は、子育て世代の参加が増えて良かったという声が寄せられてい

ます。

ワークショップについては、参加者の全員が楽しめた、気づきや

発見があったと感じておられ、これから生まれる公園について考え

るなかで、全員が公園の誕生を楽しみにされているようです。

プログラムの中では、公園の間取りを話し合うことや、施設に対

する思いをシールで表現することが印象に残ったと感じる人が多

かったようです。

第３回ワークショップのご案内

第３回ワークショップでは、この紙面でお知らせした、第２回ワー

クショップの成果をかたちにした、公園のプランを共有。ご意見をお

聞きし、完成後の公園育ての可能性についても話し合う予定です。

次回ワークショップは、１１月５日（日）１０：００～１２：００に、龍華コミュ

ニティセンター３Ｆ集会室（保育コーナーあり）で開催します。

ワークショップに関するお問い合わせや、第２回ワークショップに

参加した方のお申し込みについては、下記までご連絡ください。

問合せ先： 八尾市都市整備部土木建設課

担当： 太田（おおた） 072-924-3879

◎取り入れたい施設にシールを張って、それぞれの思いを表現し、共有しました。

囲みをつけた施設イメージには、比較的多くの人の思いが寄せられていました。

【共有した公園の骨格】

◎多目的広場と子どもの広場は、

南北どちらに配置してもかま

わない。

◎休憩の場は、公園を見渡せる

よう真ん中に設ける。

◎北側には歩道がないので、公

園敷地を使って通学路の安全

を確保する。

◎入口は、北側１箇所と東側２

箇所程度で考える。

◎住宅側は低い木を中心に構成

を考える。

ワークショップの合意案

間取りに合わせた施設を考えよう


